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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　美江様～2/13南病棟に転出予定であったが、南病棟に入院予定が入った為、転出は保留。
・澤田　キエ様～嘔気訴え食事摂取量低下あり、尿量少なく鮮血尿確認出来ている事を主治医へ情報提供し、本日から点滴2本とオメプラゾール+生食100ｍｌが処方となる。
・熊谷　樹里様～IFオーダーのリスペリドン液残なく、窪田Drよりリスペリドン液
（1ｍｌ）10P処方。
・向井　敦子様～シンラック液残なく、窪田Drよりシンラック液1本処方。
・高橋　ミイ子様～御家族へ連絡しても他科処方薬を持参されない為「まゆすい」へ連絡。必要書類等は2/13　13：30にケアマネが情報提供書と共に病院へ届けて下さるとの事。他科薬については残数がはっきりしない為、当院にて処方してほしいと話がある。日赤へはケアマネから連絡を入れる事とし、日赤受診の次回予定は未定であったとの情報あり。今後家族への連絡については、「まゆすい」へ先に連絡を入れるとケアマネが仲介してくれる事となる。

＜隔離処遇患者様＞
・立花　圭様～時間隔離中。不穏さや幻聴の訴えは無く、対応穏やか。午前中は苛々の訴えは聞かれないが、夕方近くより苛々を訴え大声を出したり、攻撃的となる傾向あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇が改善されるよう介入していく。
＜要注目患者様＞
・木村　格治様～声高さや命令口調聞かれているが、対応にて落ち着く事は出来ている。他者への攻撃性や妄想発言は聞かれない。

・河原木　泰志様～朝食後薬は拒否なく服用。昼食後薬は名前の確認に「ヒロシと呼べ」と訴え一時拒薬あり。時間を置くことで服薬は出来ている。他室のベッドで臥床している事はあるが、他者トラブルは無く、うなり声は聞かれない。
・橋本　拓実様～ホールのごみ箱を漁ることあり介入。介入後も同行為見られる為、お身箱を詰所内に保管している。
・澤田　キエ様～2/12　1：00体温37.5℃ありクーリングにて解熱。他バイタルサイン異常無し。先週から鮮血尿あり、2/10には食後に多量の嘔吐を確認。以後、食事摂取毎に嘔気の訴え聞かれることを深澤Drへ報告。本日より点滴処方となっている。
・三浦　幹様～母からの電話が来ていないか、退院の話はどうなっているのか等、確認行為あり。都度の説明には聞き入れ出来ている。幻聴は無くなったと話すが、日常生活動作は介助要している。
・西村　キン子様～体温37℃台で経過、他バイタルサイン異常無し。タール便はない。本日長男様の面会あり、発語は出来るようにならないのかと訴え聞かれる。リハビリを希望するのであれば、転院等家族間で話し合っていただきたいことを説明し、深澤Drへも家族への説明内容を情報提供している。
